


１．事業所名及び代表者 
   

   事 業 所 名  株式会社アールアンドイー 

   代表者氏名  伊藤 淳 

 

２．所在地 
 

   本   社  北海道登別市富浦町２２３－１ 

   登別事業所  北海道登別市富浦町２２３－１ 

   札幌事業所  北海道北広島市大曲工業団地４－４－１ 

 

３．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先および実施体制 
   

   環 境 管 理 

責任者氏名  田原 貴史 

    

事 務 局  寺村夕貴、ロヴォフ 

    

住   所  北海道登別市富浦町２２３－１ 

   

 連 絡 先  電 話：０１４３－８０－２２３３ 

          ＦＡＸ：０１４３－８０－２２３２ 

          Ｅ－ＭＡＩＬ：ea21@rande.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

代表者（社長） 

伊藤 淳 

環境管理責任者 

田原 貴史 

事 務 局 

管理部門総務部 

登別事業所 

業務部門・営業部門 

札幌事業所 

業務部門・営業部門 

業務内容 
・産業廃棄物の収集運搬 
・産業廃棄物の中間処理及び最終処分 
・再生材等の販売 



４．事業内容の概要 
    

   産業廃棄物処理業（収集運搬、中間処理、最終処分）及び再生材等の販売 

 

 

５．事業の規模（廃棄物の受入量、従業員数、事業所の延床面積等） 

活動規模 単位 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

産業廃棄物の 

受 入 量 
ｔ 74,718.07 56,739.30 48,152.48 

処分場残容量 

（ 年 度 末 ） 
㎥ 

安定型  34,311 

管理型  26,531 

安定型  24,803 

管理型  17,518 

安定型  14,114 

管理型  13,230 

売 上 高 百万円 2,095 1,624 1,383 

従 業 員 数 人 44 51 51 

床 面 積 ㎡ 3,817.08 4,159.96 4,159.96 

 

６．環境方針 

環境理念及び方針 
 

    ・環境理念 

 

株式会社アールアンドイーは産業廃棄物の収集運搬及び処分業者として、 

循環型社会の形成に向けて事業活動を行い、環境経営システムの確立と 

継続的な運用を行い、環境負荷を低減するために努めます。 

 

    ・環境方針 

 

 （１）環境関連の法律、規制及び社内規定等を遵守し環境保全に努めます。 

 

 （２）事業活動に伴う環境負荷を常に意識し、積極的に環境への取組及び 

    継続的な環境負荷低減活動を行います。 

  

   （３）全従業員に対して環境理念・方針及び環境に関する教育を実施し、 

環境保全の意識向上を図ります。 

   （４）省エネルギーの製品やリサイクル製品の積極的な購入に努めます。 

2022 年 11 月 1 日 

                    株式会社アールアンドイー 

                    代表取締役 伊藤 淳 

 



・アールアンドイーのＳＤＧｓ 

 

  弊社は、２０２２年１０月１日に私たちの取組「人（人にやさしく）、自然（環境 

  への挑戦）、共生（社会への貢献）」を策定しＳＤＧｓの取組を始めました。 

   

   

 

 
  基本的人権を尊重し，安全安心はもちろん社員の健康で幸せに満ちた生活の実現をめざします。 

また，多様性を理解し、互いに尊重し，社員一人ひとりが働きやすい、明るく笑顔に満ちた環境づくり 

に努めます。【具体的取組】法令遵守，労働環境整備，健康管理，人材育成など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
脱炭素社会の実現をめざし、自社施設等への省エネ技術導入や廃棄物の再利用の促進をはじめ廃熱活 

用システム，選別エンジニアリング，機能性金属などの普及を通じて環境負荷低減への取組に努めます。 

【具体的取組】紙・化石燃料などの削減，リサイクル率向上，環境製品開発など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域のみなさまと協働し，地元企業としての役割と責任を果たすべく積極的に地域活動や地域振興， 

活性化などに努めます。【具体的取組】地域防災への取組，廃棄物のリサイクル啓発など  

 

 

 

 

 

 

  私たちアールアンドイーは、環境方針・理念に基づきより精度の高い環境マネージ 

メントシステムを確立を目指しＳＤＧｓに貢献いたします。 
 

 

 

 

 

 

人（人にやさしく） 

自然（環境への挑戦） 

共生（社会への貢献） 



７．環境目標とその実績 

   

７．１ 環境への負荷の状況 

   
当社では「産業廃棄物処理業者向けガイドライン 2017 年版」における「環境への負 

荷ﾁｪｯｸﾘｽﾄ」をもとに評価を行った。結果は以下のとおりである。 

 
環境への負荷ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 
 

単位 R4年 R5年 R6年

Kwh 1,008,516.00 1,062,015.00 1,011,198.00

灯油 ℓ 20,000.00 21,722.00 22,001.00

LPG ㎏ 245.3 229.56 238.878

ｶﾞｿﾘﾝ 21,193.58 20,687.56 22,996.90

軽油 373,048.10 325,825.53 307,531.40

水資源
投入量

㎥ 2,135 2,337 2,670

購入電力 537,539.03 568,178.03 540,990.93

灯油 49,800.00 54,087.78 54,782.49

LPG 735.89 688.69 716.634

ｶﾞｿﾘﾝ 49,169.11 47,995.17 53,352.81

軽油 962,464.10 840,629.87 793,431.01

合　計 1,599,708.13 1,511,579.54 1,443,273.87

温室効果ｶﾞｽ
排出量

二酸化炭素 ㎏-CO2

エネルギー
使用量

購入電力

化石燃料

ℓ

上水道

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．２ 環境目標及び結果 
 

エコアクション２１の設定目標と R6 年度の実績と比較を行う。 

 

２０２４年度目標  

１）二酸化炭素排出量   1,511,579.5  ㎏-co2 

２）電 気 使 用 量   1,062,015    KWh 

３）灯 油 使 用 量     21,772    ℓ 

４）軽 油 使 用 量     325,825.53 ℓ 

５）グ リ ー ン 購 入         17    % 

６）一般廃棄物排出量      1,798    ㎏ 

７）水 資 源 投 入 量     2,337    ㎥ 

 

※前年度との比較 

対前年比 増減率

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 1,511,579.50 1,443,273.87 95.48% -4.52%

電気使用量 KWh 1,062,015.00 1,011,198.00 95.22% -4.78%

灯油使用量 Ｌ 21,722.00 22,001.00 101.28% 1.28%

軽油使用量 Ｌ 325,825.53 307,531.40 94.39% -5.61%

一般廃棄物排出量 ㎏ 1,798 1,773 98.58% -1.42%

水資源投入量 ㎥ 2,337.00 2,670.00 114.25% 14.25%

単　位 R5年度 R6年度
実　績

 

 グリーン購入 

      適 合 品 目 割 合・・・・・目標 17% 

                 備品類購入実績  

                   登別事業所   56 品目 

                   札幌事業所  115 品目 

 

                 内）グリーン購入法適合品目 

                   登別事業所   31 品目 

                   札幌事業所   15 品目 

                   R6 年度実績値 26.59% 

 

 

 

 

 



８．中長期目標の設定 

 

  札幌事業所において、前年度末に中間処理施設の追加、今年度早々に新しい事務所を 

  新設した。 

  導入した中間処理施設は、今まで埋立処分せざるを得なかった廃棄物を再生利用する 

  ことが可能となり、サーキュラーエコノミーに大きく寄与するものと考えている。 

  稼働によってエネルギー使用量の増加が見込まれることから、２０２４年度の実績値 

  を暫定目標とし、把握後は速やかに中長期の目標を設定する。 

 

２０２５年度目標  

１）二酸化炭素排出量   1,443,273.87  ㎏-co2 

２）電 気 使 用 量   1,011,198.00  KWh 

３）灯 油 使 用 量     22,001.00  ℓ 

４）軽 油 使 用 量     307,531.40 ℓ 

５）グ リ ー ン 購 入         17    % 

６）一般廃棄物排出量      1,773     ㎏ 

７）水 資 源 投 入 量     2,670.00  ㎥ 

 

９．主要な環境活動計画の内容 
 

  (1)省エネルギー（二酸化炭素排出量削減）電気・灯油・軽油 

 

 ・電気 

   ①冷房は室内温度２８℃を目安とする。使用していない室は冷房をとめる。 

   ②使用していない室、トイレの照明は消灯する。 

   ③昼休みは、業務上支障がない限り室内の照明を消灯する。 

   ④複写機、FAX、パソコンは待機時に省エネモードに設定する。 

   ⑤長時間、席を離れる場合はパソコンの電源を切る。 

   ⑥業務上支障がなければ電源コンセントからプラグを抜く等をし、待機電力の 

削減に努める。 

  ・灯油 

   ①暖房は室内温度２２℃を目安とする。使用していない室は暖房をとめる。 

  ・ガソリン及び軽油 

   ①重機及び車輌のエンジンのかけっぱなしはしない。 

   ②急発進・急加速等の“急”のつく操作は行なわない。 

   ③重機及び車輌の始業点検及び定期点検を確実に行う。 

   ④法定速度を遵守する。 

   ⑤重機のエコモード運転の徹底 

  ・水道 

   ①蛇口をこまめに閉める。 

  (2)一般廃棄物の適正管理 

   各事業所において、部署別に別紙排出量チェック表のとおりに分別し、廃棄量 

   を把握する。 

 (3)グリーン購入 

   原則として運用手順で設定しているグリーン購入ガイドラインに則り、購入を 

   すること。 

   



(4)化学物質使用削減量 

   該当する施設は管理型最終処分場の排水処理施設となるが、排水を処理するた 

   めに使用している薬品類を削減するということは、適正処理をすることが出来 

なくなる可能性もあるので、削減目標は設定せず使用量を把握するだけに留め 

る。 

 

１０．環境活動の取組結果の評価 
  

目標値（前年度）と比較した 2024 年度における二酸化炭素排出量、ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量 

の増減は 

    二酸化炭素排出量  - 4.52% 

    電 気 使 用 量  - 4.78% 

    灯 油 使 用 量  + 1.28% 

      軽 油 使 用 量  - 5.61% 

  となった。 

 

二酸化炭素排出量：対前年比-4.52%となり、目標を達成する事ができた。 

         EA21 の運用が従業員に浸透している成果と思っている。 

         2024 年度は新しい中間処理施設（札幌事業所）が本格稼働する 

ことから、エネルギー使用量の増加は避けることができない。 

         稼働状況を確認し新たな環境活動計画、目標の設定を検討した 

         い。 

電 気 使 用 量：対前年比-4.78%となり目標を達成できた。           

         環境活動計画にそった運用は行えていると判断している。 

灯 油 使 用 量：対前年比+1.28％となり目標を達成することはできなかった。 

トラックスケールの凍結防止に使用するジェットヒーターや事 

務所、作業員休憩所の暖房が主な用途である。 

天候に左右されるため評価は難しいところではあるが、環境活 

動計画にそった運用は行えていると判断している。 

軽 油 使 用 量：対前年比-5.61％となり目標を達成することができた。 

重機、運搬車両の燃料として使用している。 

廃棄物の取引量が減少している事が要因ではあるが、効率の良 

い重機の配置、運搬経路の設定をしていることは確認しており、 

環境活動計画にそった運用はできていると判断している。 

グ リ ー ン 購 入：購入品目数 173 のうち 46 品目がグリーン購入法に適合し、適 

合割合は 26.59％となり、目標を達成することができた。 

環境活動計画にそった運用はできていると判断している。 

一般廃棄物の適正管理と排出の抑制： 

         対前年比は-1.42％となり、目標を達成することができた。 

         廃棄物の分別等の実施は確認していることから、環境活動計画 

にそった運用はできていると判断している 

水 資 源 投 入 量：対前年比は+14.25％となり、目標を達成することはできなかっ 

た。 

排水処理施設での槽洗浄、膜ろ過洗浄が大きな要因である。 

適正な処理をするためには必要なことから、これを制限する 

必要は無いと判断している。 

 

※次年度も上記の各取組を継続して実施する。 



１１．環境関連法規等の遵守状況の確認と及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

  環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反があることは認められませんでした。 

また、行政指導に関わる違反や訴訟等もありません。 

  遵守した主な法律は廃掃法、消防法、ダイオキシン特措法、フロン排出抑制法等です。 

 

１２．代表者による全体の取り組み状況の評価及び見直しの結果 

   

  EA21 による環境経営システムが継続して運用できていることを確認した。 

  新年度は新しい中間処理施設を導入し、最終処分物を商品としてリサイクルするこ 

  とが可能となり、環境理念にもある循環型社会の形成に大きく寄与できるものと考 

えている。 

  新しい施設の稼働状況をふまえ、目標の設定や新しい活動を常に検討し、引き続き 

  法令の遵守、環境配慮等の向上を図り、活動を推進させる事。 



会員番号

電話番号
ＵＲＬ

設立及び営業
開始年月日
事業内容

１．会社情報

471

氏名又は名称

会社履歴

「処分後の産業廃棄物の持出先の開示の可否」 → 否

住所

  株式会社アールアンドイー

設立：昭和６０年０６月１８日
産業廃棄物処理業：平成１４年０８月２８日

代表者名

（法人）
代表取締役 伊藤 淳

〒059-0462
登別市富浦町223-1

FAX番号
E-mail

0143-80-2232
info@rande.co.jp

0143-80-2233
http://www.rande.co.jp/

資本金/

出資金
２，０００万円

平成１９年 ７月３１日 ＥＡ２１の認証・登録。
平成１９年 ８月１３日 産業廃棄物処理業者の優良性の判断に係る評価基準に適合。
平成２３年１０月２５日 北海道の特別管理産業廃棄物処分業の許可を取得。
平成２３年１０月２５日 北海道の特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。

現在に至る。

平成１４年０８月０６日 (有)セカンドとして産業廃棄物処分業の営業譲渡を受ける。
平成１４年０８月２８日 北海道の産業廃棄物処分業の許可を取得。
平成１４年０９月１４日 北海道の産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。
平成１４年０９月１７日 商号変更により有限会社アールアンドイーとなる。
平成１４年１０月２４日 札幌市の産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。
平成１５年１１月０１日 組織変更により株式会社アールアンドイーとなり、資本金を2,000万円とする。

【事業目的】
産業廃棄物の収集運搬業及び中間処理・最終処分業
特別管理産業廃棄物の収集運搬業及び最終処分業

【会社履歴】
昭和６０年０６月１８日 会社設立

１．産業廃棄物
(１)運搬に際し講ずる処置
 ①飛散防止対策
  ア 液状の廃棄物を運搬するに当たっては、ドラム缶に封印しロープ等で荷台に固定し、

〇最終処分業務
 排出事業者及び自社中間処理施設から発生した残渣物等を処理工程に従い処分する。
環境保全措置の概要

主に登別・室蘭地域・札幌圏から発生した廃棄物を委託契約書に従い、収集運搬及び中間・最終処分を行う。
〇収集運搬業務
 運搬車輌(施設及び処理情報参照)を用い、保管施設(施設及び処理情報参照)等を使用し、収集
 運搬業許可を得ている廃棄物を収集運搬する。
〇中間処理業務
 受託した廃棄物を処理行程に従い、処分を行う。

    飛散防止を図る。
  ウ 全ての廃棄物を運搬するに当たって、積載後には荷台をシート等で覆い、飛散防止を
    図る。
  エ 石綿含有産業廃棄物の運搬に当たっては、他の廃棄物と混合しないよう仕切り等を行
    い運搬する。

    シートで覆い運搬する。
  イ ばいじんや燃え殻等といった性状が粉状の廃棄物は、フレコンバック等に入れ運搬し



事業計画の概

要

 ②悪臭、騒音、震動対策
  ア 運搬車輌及び運搬容器は、定期的に洗車・清掃を行い、清潔を保持する。また、未舗
    装の道路等の悪路を走行する際には、徐行運転に努め粉じんの発生防止を図る。
 ③その他生活環境保全上の措置
  ア 効率的な運行計画を立て、燃料の使用量削減を図り大気汚染物質の発生抑制に努める。
  イ 急発進、急加速など「急」のつく操作は行わない。
  ウ 始業前点検、定期点検を確実に行い、燃費の向上を図る。

  オ 産業廃棄物の飛散流出及び事故等が発生しないよう制限速度を遵守し運搬する。

(３)その他
 ①エコアクション２１を取得し、環境への負荷を低減する取組みを推進する。
 ②安全運転管理者を設置し、安全管理体制を整える。

(４)中間処理施設において講ずる措置

(２)積替え又は保管施設において講ずる措置
  ア 施設や周辺の整理整頓を心がけ。害虫、ねずみ等の発生を抑え、発生した場合は適宜
    駆除剤等を散布する。
  イ 積替保管施設においての受入条件として、特に石綿含有産業廃棄物に関してはフレコ
    ンバック等に袋詰めされている事とし、荷降ろしはダンプアップで行わず、ユニック
    等で１袋ずつ袋の破損に配慮し、粉塵を発生させないよう十分注意する。

  ウ 破砕機の騒音・振動に対しては破砕機の適正負荷運転を心がけ異常騒音の発生を防止す
    るとともに振動を出さないように十分配慮する。
  エ 振動ふるい、磁選機においては、天候を考慮し強風時下には作業を中止し、作業をする
    際には振動ふるいにカバーを設け、ふんじん等の飛散防止に努める。
(５)保管施設において講ずる措置

  ア 破砕施設においては、天候を考慮し強風時下には作業を中止し、破砕する際には散水施
    設を用い、粉塵等飛散防止に努める。
  イ 木くずの破砕施設においては、雨天時は極力破砕作業を行わず、破砕木くずの水漏れ防
    止のためシート養生等を行い悪臭の元である腐敗を防止する。
    全ての施設において、施設周辺の整理整頓を心がけ、害虫、ねずみ等の発生を抑え、発
    生した場合は適宜駆除材等を散布する。

   市道から場内に至るまでの搬入路も清掃等を徹底し、周囲の環境を損なうことのないよ
   う注意する。
   騒音・振動に対しては、使用重機機類を低騒音型にする等の対策を講じ極力抑制する。
２．特別管理産業廃棄物

   施設周辺の整理整頓を心がけ。害虫、ねずみ等の発生を抑え、発生した場合は適宜駆除
   剤等を散布する。
(６)最終処分場において講ずる措置
   埋立に際して転圧等の減容化を図る。
   埋立廃棄物の飛散、悪臭を防止するため細かな覆土をする｡

  ア 埋立処分場に運搬する揚合は、あらかじめ固型化、薬剤による安定化その他これらに
    準ずる措置を講じた後、耐水性の材料で二重に梱包する等、法令に基づく廃石綿等の
    埋立処分基準に適合するような措置がとられているものを積込み・運搬の対象とする。
  イ 中間処理施設に運搬する場合は、あらかじめ、廃石綿等を、水、発じん防止剤等を
    散布し湿潤化した後、耐水性の材料で二重にこん包されているものを積込み・運搬の
    対象とする。

（１）運搬に際し講ずる処置
廃石綿等による人の健康又は生活環境に関する被害が生じないように行い、他の廃棄物と混合
することがないように区別して収集運搬することとする。
 ①飛散防止対策

  ウ 積込み、運搬の過程で廃石綿等を飛散させないためにプラスチック袋等の積込みは
    原則として人力で行う。
  エ 重機を利用する場合はフレコンやパレット等を用い、重機が直接袋に触れないように
    する。



  カ 破損のないシート等でプラスチック袋を包みこむように覆いをかける。固形化した
    ものを袋に入れたものは、運搬途中に荷台上で移動や転倒し袋が破損するのを防止
    するためロープ等で荷台に固定したり、クッション材等の措置を講ずる。
  キ 積込時や容器に投入する際に、袋が破損するのを防止するため破砕はしない。

 ②悪臭、騒音、振動対策

  オ プラスチック袋に破損を生じさせた場合には、速やかに散水等により湿潤化させ飛散
    防止措置をとり、新たに二重の耐水性のプラスチック袋等で梱包する。

  イ 急発進、急加速など"急"のつく操作は行わない。
  ウ 始業前点検、定期点検を確実に行い、燃費の向上を図る。
  エ 取り扱い上の注意事項として下記の内容を記載した文書を携帯し運搬する事。
    ・廃石綿等は他の廃棄物と混ざらないよう留意する事。(混載の禁止)
    ・プラスチック袋に詰め運搬する場合は、破損のないシートでプラスチック袋を
     包み込むに覆うこと。

  ア 運搬車両及び運搬容器は、定期的に洗車・清掃を行い、清潔を保持する。又、未舗装
    の道路等の悪路を走行する際には、徐行運転に努め粉じんの発生防止を図る。
 ③その生活環境保全上の措置
  ア 効率的な運行計画を立て、燃料の使用量削減を図り、大気汚染物質の発生抑制に努
    める。

   積替え保管及び保管施設  無し
（３）その他
  ①エコアクション21を取得し、環境への負荷を低減する取組を推進する。
  ②安全運転管理者を設置し、安全管理体制を整える。

    ・容器の場合には、荷台での転倒、移動を防ぐための措置を講じる事。廃石綿等を
     プラスチック袋や容器で運搬する場合で、袋や容器が破損した揚合は、散水等に
     より湿潤化されることによって飛散防止措置を行う事。
    ・運搬容器の破損事故が起こった時は排出事業者へ速やかに連絡する事。
（２）積み替え又は保管施設において講ずる措置

   を確認し、容器・袋に破損が無い事を確認する。破損が認められた場合には、散水で湿潤
   化を図った上で新たに二重のプラスチック袋等の耐水性の材料で梱包してから荷降ろしを
   行う。
  ⑥廃石綿等の埋立処分は、最終処分場の.一定の揚所において廃石綿等が分散しないように
  行う。
  ⑦廃石綿等の埋立方法は次のとおりとする。

（４）最終処分場において講ずる措置
  ①埋立に際して転圧等の減容化を図る。
  ②転圧する場合は、重機が廃石綿等の上に載ることのないよう覆土した後に行う。
  ③埋立廃棄物の飛散、悪臭を防止するため細やかな覆土をする。
 ④騒音・振動に対しては、使用重機類を低騒音型にする等の対策を講じ極力抑制する。
 ⑤廃石綿等の埋立を行う場合には、大気への飛散を防建するため荷降ろしする際に必ず荷姿

    覆土を行いプラスチック袋の破損による飛散を防止する。
  カ 覆土材はプラスチック袋を破損させない形状のものとする。(石綿を含むものは除外
    する)
  ⑧最終処分場の埋立完了時に最終覆土を行う前に廃石綿等の埋立場所が確認できるよう
   埋立場所全部をシート等で覆い2m以上の厚さの土砂で覆土する。

  ア 最終処分場内にあらかじめ溝又は穴を掘り、その中に埋め立てる。
  イ 埋立は袋又は容器に入れたまま行う。
  ウ プラスチック袋は、破損防止のため出来るかぎり重機の使用を避けて埋め立てる。
  エ 一日の作業終了後には、環境への影響(大気飛散)が無いようにするため15センチ
    以上の覆土を行うものとする。
  オ 廃石綿等の埋立場所において、転圧等のため重機を使用する場合には必要な厚さの



産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

産業廃棄物

許可区域
（積保の有無）

収集運搬

中間処理

破砕(廃プラスチック類,紙く

ず,木くず,繊維くず,金属くず,

ガラスくず・コンクリートく

ず及び陶磁器くず)

破砕・選別(がれき類)

破砕・選別・圧縮(廃プラス

チック類,紙くず,木くず,繊維

くず,ゴムくず,金属くず,ガラ

スくず・コンクリートくず及

び陶磁器くず)

分級選別(廃プラスチック類,

紙くず,木くず,繊維くず,ゴム

くず,金属くず,ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器

くず,がれき類)

再生骨材等の製造(がれき類)

加炭材・フォーミング抑制

剤・ＲＰＦの製造(廃プラス

チック類,紙くず,木くず,繊維

くず,ゴムくず,金属くず,ガラ

スくず・コンクリートくず及

び陶磁器くず)

2026/10/24

有効期限

2028/9/132021/10/2

2021/10/25

00110098348

00150098348

許可番号 取得年月日

２．許可情報

北海道 00140098348 2021/9/22 2028/8/27

安定型(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類,ｺﾞﾑくず,

金属くず,ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず,がれき類)

許可品目及び処理方法

燃え殻,汚泥,廃油,廃酸,廃ｱﾙｶﾘ,

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類,紙くず,木くず,繊

維くず,動植物性残さ,ｺﾞﾑくず,

金属くず,ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず,鉱さい,が

れき類,動物のふん尿,動物の

死体,ばいじん
特定有害産業廃棄物(廃石綿等)

北海道(有) 

北海道(無) 

業の種類



2026/10/2400180098348

最終処分
北海道  00140098348 2021/9/22 2028/8/27

安定型・管理型(特定有害産業

廃棄物(廃石綿等))
特別管理産業廃棄物 北海道  2021/10/25

産業廃棄物

管理型(燃え殻,汚泥,廃油,廃ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯｸ類,紙くず,木くず,繊維く

ず,動植物性残さ,ｺﾞﾑくず,金属

くず,ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず,鉱さい,がれき

類,動物のふん尿,動物の死体,

ばいじん,産業廃棄物を処分す

るために処理したもの)

安定型･管理型(燃え殻,汚泥,

廃油,廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類,紙くず,木く

ず,繊維くず,動植物性残さ,ｺﾞﾑ

くず,金属くず,ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸ

ﾘｰﾄくず及び陶磁器くず,鉱さ

い,がれき類,動物のふん尿,動

物の死体,ばいじん,産業廃棄

物を処分するために処理した

もの)



３．施設及び処理情報

（1）収集運搬業

車輌形式 最大積載量 台数 運搬品目

ダンプ車 10.6 1台

ダンプ車 10.5 1台

ダンプ車 11.9 1台

ダンプ車 6.9 1台

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰ 7.2 1台

脱着装置付きｺﾝﾃﾅ

専用車
10.2 1台

ダンプ車 9.6 1台

ダンプ車 9.5 1台

積替え保管

設置場所

面積

（㎡）

保管上限量

（㎥）
設備の概要

26 11
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず、がれき

類、金属くず、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類  以上

石綿含有産業廃棄物であるものを含む

8 8
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず、がれき

類、金属くず、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ゴムくず

4 4

木くず、紙くず、繊維くず、ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ及び陶磁器くず、がれき類、金属く

ず、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、廃油（ﾀｰﾙﾋﾟｯﾁ類に限

る）以上 石綿含有産業廃棄物であるも

49 31

木くず、紙くず、繊維くず、ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ及び陶磁器くず、がれき類、金属く

ず、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、

廃油（タールピッチ類に限る）

北広島市大曲工業団地

4-4-1

燃え殻,汚泥,廃油、廃酸、廃アルカリ,廃

プラスチック類,紙くず,木くず,繊維くず,

動植物性残さ,ゴムくず,金属くず,ガラス

〈ず・コンクリートくず及び陶磁器くず,

鉱さい,がれき類,動物のふん尿,動物の死

体,ばいじん



（1）処分業（最終）

20,550㎡

構造・設備の概要

環境保全対策等

最終処分場の種類

埋立品目

設置年月日

設置場所

埋立容量

埋立面積

①安定型最終処分場

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､ｺﾞﾑくず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず､がれき類

平成18年12月18日

登別市富浦町２２２－１、２２３－１、２２３－５、２２３－１３

305,569㎥

飛散・流出防止のため、覆土をこまめに行う。

飛散・流出防止のため、覆土をこまめに行う。

最終処分場の種類

埋立品目

設置年月日

設置場所

埋立容量

埋立面積

登別市札内町３７３番６

構造・設備の概要

環境保全対策等

②安定型最終処分場

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､ｺﾞﾑくず､金属くず､ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず､がれき類

2016年3月25日

167,000㎥

19,535㎡

最終処分場の種類

設置年月日

設置場所

③安定型最終処分場及び管理型最終処分場

平成17年5月20日

登別市富浦町２２２－１、２２３－１、２２３－５、２２３－１３、札内３８７

406,352㎥

33,844㎡

埋立品目

燃え殻､汚泥､廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､紙くず､木くず､繊維くず､動植物性残さ､ｺﾞﾑくず､金属くず､

ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず､鉱さい､がれき類､動物のふん尿､動物の死体､

ばいじん､廃油(ﾀｰﾙﾋﾟｯﾁ類に限る)

埋立容量

埋立面積

埋立面積

埋立品目

構造・設備の概要

環境保全対策等

曝気処理、活性汚泥処理、凝集沈殿処理、濾過処理

浸出水、地下水等の水質を定期的に測定する。環境保全対策等

④安定型最終処分場及び管理型最終処分場

240,396㎥

構造・設備の概要

最終処分場の種類

埋立容量

21,059㎡

曝気処理、活性汚泥処理、凝集沈殿処理、濾過処理

浸出水、地下水等の水質を定期的に測定する。

燃え殻､汚泥､廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､紙くず､木くず､繊維くず､動植物性残さ､ｺﾞﾑくず､金属くず､

ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず､鉱さい､がれき類､動物のふん尿､動物の死体､

ばいじん､廃油(ﾀｰﾙﾋﾟｯﾁ類に限る)



最終処分場の種類

曝気処理、活性汚泥処理、凝集沈殿処理、濾過処理

⑤安定型最終処分場及び管理型最終処分場

浸出水、地下水等の水質を定期的に測定する。

埋立品目

燃え殻､汚泥､廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､紙くず､木くず､繊維くず､動植物性残さ､ｺﾞﾑくず､金属くず､

ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず､鉱さい､がれき類､動物のふん尿､動物の死体､

ばいじん､廃油(ﾀｰﾙﾋﾟｯﾁ類に限る)

埋立容量

埋立面積

構造・設備の概要

環境保全対策等

213,700㎥

22,821㎡



中 間 処 理 施 設 の 種 類 ①木くずの破砕施設

取 扱 品 目 木くず

設 置 年 月 日 2014年5月27日

設 置 場 所 登別市富浦町223-1

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 352ｔ/日（8時間）

処 理 方 式 破砕

構 造 ・ 設 備 の 概 要 ハンマーミル

環 境 保 全 対 策 等 散水装置による粉塵飛散防止。風防ネットによる飛散流出の防止

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ②がれき類の破砕施設

取 扱 品 目 がれき類

設 置 年 月 日 2016年12月6日

設 置 場 所 登別市富浦町２３３-１

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 1,112t/日(8時間) 

処 理 方 式 破砕

構 造 ・ 設 備 の 概 要 ジョークラッシャ式

環 境 保 全 対 策 等 散水装置による粉塵飛散防止

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ③分級選別施設

取 扱 品 目 廃プラ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

設 置 年 月 日 2011年9月28日

設 置 場 所 登別市富浦町223-1

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 55.7t/日(8時間) 

処 理 方 式 分級選別

構 造 ・ 設 備 の 概 要 －

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ④分級選別施設

取 扱 品 目 廃プラ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

設 置 年 月 日 2023年10月3日

設 置 場 所 北広島市大曲工業団地４－４－２

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 1840ｔ/日（８時間）

処 理 方 式 分級選別

構 造 ・ 設 備 の 概 要 －

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑤ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類の破砕施設

取 扱 品 目 ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類



設 置 年 月 日 2008年9月18日

設 置 場 所 北広島市大曲工業団地４－４－２

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 232ｔ/日(8時間)

処 理 方 式 破砕

構 造 ・ 設 備 の 概 要 シングルトッグルジョークラッシャー

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑥分級選別施設1

取 扱 品 目 廃プラ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

設 置 年 月 日 2015年3月30日

設 置 場 所 登別市富浦町223-1

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 1600t/日(8時間) 

処 理 方 式 分級選別

構 造 ・ 設 備 の 概 要 －

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑦分級選別施設2

取 扱 品 目 廃プラ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

設 置 年 月 日 2018年10月31日

設 置 場 所 登別市富浦町223-1

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 1600t/日(8時間) 

処 理 方 式 分級選別

構 造 ・ 設 備 の 概 要 －

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑧木くずの破砕施設

取 扱 品 目 木くず

設 置 年 月 日 2015年4月28日

設 置 場 所 北広島市大曲工業団地4-4-2

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 100t/日(8時間) 

処 理 方 式 破砕

構 造 ・ 設 備 の 概 要 一軸シュレッダー型ハンマービット

環 境 保 全 対 策 等 散水装置による粉塵飛散防止。風防ネットによる飛散流出の防止

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑨混合廃棄物の破砕施設

取 扱 品 目 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず

設 置 年 月 日 2018年10月11日

設 置 場 所 登別市富浦町223番1



処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、45.6ｔ/日（８時間） 木くず 71.2ｔ/日（８時間）

処 理 方 式 破砕

構 造 ・ 設 備 の 概 要 ピースカッタ

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑩混合廃棄物の破砕施設

取 扱 品 目 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず

設 置 年 月 日 2020年6月10日

設 置 場 所 登別市富浦町223番1

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、75.92ｔ/日（８時間） 木くず 74.56ｔ/日（８時間）

処 理 方 式 破砕

構 造 ・ 設 備 の 概 要 ピースカッタ

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑪分級選別施設3

取 扱 品 目 廃プラ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

設 置 年 月 日 2020年6月10日

設 置 場 所 登別市富浦町223-1

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 124.8t/日(8時間) 

処 理 方 式 分級選別

構 造 ・ 設 備 の 概 要 －

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑫混合廃棄物の破砕施設

取 扱 品 目 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず

設 置 年 月 日 2021年4月13日

設 置 場 所 登別市富浦町373-6、373-8

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、3.28ｔ/日（８時間） 木くず 3.2ｔ/日（８時間）

処 理 方 式 破砕

構 造 ・ 設 備 の 概 要 ピースカッタ

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。

中 間 処 理 施 設 の 種 類 ⑬混合廃棄物の破砕施設

取 扱 品 目 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず

設 置 年 月 日 2025年3月14日

設 置 場 所 北広島市大曲工業団地4-4-1

処 理 能 力 ／ 稼 働 時 間 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、14.40ｔ/日（24時間） 木くず 22.56ｔ/日（24時間）

処 理 方 式 破砕・選別・圧縮



構 造 ・ 設 備 の 概 要 ピースカッタ

環 境 保 全 対 策 等 適正な負荷運転を徹底し、異常騒音・振動を発生させないようにする。



保管場所の状況

保 管 場 所 名 設 置 場 所 面積（㎡） 保管上限量（㎥） 保 管 品 目

保管場所1 登別市富浦町223-1 318.50 265.40
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､紙くず､木くず､繊維くず､ゴ

ムくず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず､がれき類

保管場所2 登別市富浦町223-1 1,600.00 5,333.00 がれき類

保管場所3 登別市富浦町223-1 225.00 281.00
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､紙くず､木くず､繊維くず､

金属くず

保管場所4
北広島市大曲工業

団地4-4-1
400.00 373.00

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､紙くず､木くず､繊維くず､ゴ

ムくず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず､がれき類

保管場所5
北広島市大曲工業

団地4-4-2
225.00 281.00 がれき類

保管場所6
北広島市大曲工業

団地4-4-1
61.00 58.00 ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

保管場所7 登別市富浦町221-1 35.10 20.90
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､紙くず､木くず､繊維くず､ゴ

ムくず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず､がれき類

保管場所8
北広島市大曲工業

団地4-4-2
400.00 666.70 木くず

保管場所9
北広島市大曲工業

団地4-4-1
47.00 53.00 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

保管場所10
登別市富浦町223-

1
225.00 281.30 木くず

保管場所11
登別市富浦町223-

1
180.00 153.30 木くず

保管場所12
登別市富浦町223-

1
282.20 381.70

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､紙くず､木くず､繊維くず､ゴ

ムくず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず､がれき類

保管場所13
登別市富浦町223-

1
49.00 28.58 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

保管場所14
北広島市大曲工業

団地4-4-2
600.00 1,000.00

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､紙くず､木くず､繊維くず､ゴ

ムくず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず､がれき類

保管場所15
北広島市大曲工業

団地4-4-1
100.00 158.60

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､紙くず､木くず､繊維くず､ゴ

ムくず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず



処理工程図

がれき類の破砕・選別施設（登別）

がれき類

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類の破砕施設（札幌）

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

がれき類

木くずの破砕施設（登別・札幌）

木くず

分級選別・破砕施設（登別）

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

ゴムくず

金属くず

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

がれき類

分級選別施設（札幌）

40mmｱﾝﾀﾞｰ

廃プラスチック類

紙くず 40～100mm
木くず

繊維くず

ゴムくず

金属くず

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

がれき類

排出事業者 計量
重機による

破砕
再生骨材0-40 販

売荒破砕 再生骨材0-80

金属くず 金属くず

販売

排出事業者 計量
重機による

販売

破砕
自社

荒破砕 安定型処分場

金属くず 金属くず
再生骨材0-40 販

売再生骨材0-80

排出事業者 計量 選別 破砕 販売

排出事業者 計量
重機等による

破砕
外部委託

荒選別 焼却・埋立等

自社中間
処理施設

自社

管理型処分場

外部委託

破砕

自社安定型処分場

分級1
自社管理型処分場

木くず､がれき類 

自社中間処理施設

分級2
金属くず

販売

排出事業者 計量

３
分
級
施
設

自社若しくは委託先

管理型最終処分場

重機又は

手選別

自社若しくは委託先最終処分場

（安定型・管理型）
ﾘｻｲｸﾙ先

100mmｵｰﾊﾞｰ 重機又は

手選別

自社中間処理施設若しくは

２次委託先中間処理施設



分級選別施設（登別）

シュレッダーダスト

ギロチンダスト

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くずの破砕施設（札幌）

排出事業者 計量 分級選別 手選別
自社

管理型処分場

販売

金属くず

自社
中間処理施設

１次破砕 磁力選別 ２次破砕 圧縮・減容・成形
販売

製鋼副資材



ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

がれき類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

ゴムくず

金属くず

管理型最終処分場

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

がれき類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

ゴムくず

金属くず

燃え殻

汚泥

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

鉱さい

ばいじん

排出事業者
計量 内容物の確認

自社

自社中間処理施設 管理型最終処分場

排出事業者
計量 内容物の確認

自社

自社中間処理施設 安定型最終処分場



登別事業所

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
573.84 888.74 717.64 702.78 552.20 533.50 776.64 723.04 722.14 850.92 561.56 749.84
331.31 215.06 297.64 269.28 218.66 235.62 313.80 354.38 447.54 121.98 122.92 304.18
169.31 141.68 132.31 166.99 96.65 99.16 133.27 143.81 78.49 87.14 66.30 201.51
88.88 71.00 54.90 91.61 172.16 177.10 70.34 66.06 83.13 37.54 26.96 70.24
45.79 51.85 57.75 54.99 52.23 54.33 51.07 57.83 54.64 52.64 53.27 54.95

1,644.66 784.74 932.12 316.02 558.88 1,874.66 801.12 1,095.72 387.68 208.70 409.04 559.14
51.62 46.12 91.78 111.36 44.10 69.62 73.82 63.96 85.44 37.68 42.80 93.82
5.18 4.58 3.32 4.64 3.96 3.90 6.68 3.80 5.60 4.02 1.96 3.46

72.14 75.34 77.94 84.36 51.54 65.64 83.64 62.30 98.00 96.39 56.16 53.70
75.90 155.88 32.54 118.68 73.08 58.22 119.44 178.28 73.42 82.12 122.94 146.48
42.78 41.87 161.06 48.91 39.16 15.99 45.73 48.90 113.60 86.70 71.05 60.07
1.54 13.66 10.32 7.70 10.84 68.02 10.46 11.86 44.78 11.18 823.56 48.42
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

325.06 365.44 601.48 335.44 232.04 392.20 321.70 391.93 453.38 237.44 212.34 460.48
65.24 63.80 49.82 71.38 29.36 39.08 45.56 55.92 45.14 49.30 29.68 71.86

216.66 490.46 645.86 446.50 363.42 378.63 301.18 180.60 765.28 0.00 0.00 24.43
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

37.95 58.28 99.48 48.67 30.43 39.12 67.65 80.13 77.12 27.62 42.02 102.89
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 5.86 0.00 0.00 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

640.22 488.95 321.22 533.83 719.28 563.06 662.90 636.76 666.87 324.48 368.86 591.48
38.62 55.98 0.20 37.24 51.90 56.86 59.67 78.36 62.59 56.60 53.53 79.03

札幌事業所
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
230.78 425.17 306.89 298.18 162.55 291.19 198.84 232.73 152.39 152.86 140.42 182.61
10.36 12.81 15.75 13.23 10.52 5.97 10.36 17.44 28.47 22.12 28.96 34.73

466.61 453.92 514.72 794.27 510.67 526.95 502.40 500.51 618.99 366.87 355.61 413.02
0.75 0.44 0.42 1.96 0.61 0.50 1.53 2.10 1.63 0.40 0.97 1.64

100.43 89.63 75.09 95.47 72.50 94.50 125.53 114.94 90.23 68.45 62.45 80.03
53.01 29.05 30.53 53.94 43.01 38.94 34.77 32.93 29.63 25.54 16.16 16.27
36.39 32.12 60.21 39.32 25.81 32.88 33.06 30.41 55.98 18.60 8.15 18.48

廃プラスチック類
廃石膏ボード
木くず

混合廃棄物（管理型品目のみ 札幌事業所排出分）

品   目
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器
金属くず
混合廃棄物（陶、が、金、繊、プ、ボード、木、紙）     

紙くず

混合廃棄物（安定型品目のみ 札幌事業所排出分）

無機汚泥                
有機汚泥                
鉱さい
繊維くず                
燃えがら
ばいじん
混合（自動車等破砕くず）
動植物性残さ
廃油 （タールピッチ類）                   
廃石綿等
１３号廃棄物

廃石膏ボード            

受          入           実           績

(令和6年4月から令和7年3月）（単位：ｔ）

品   目
混合廃棄物（陶、が、金、繊、プ、ボード、木、紙）              

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器   
石綿含有廃棄物
廃プラスチック類        
金属くず                
がれき類                
木くず                  
紙くず                  



登別事業所

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

選別 359.12 577.28 415.12 521.52 408.14 373.18 619.48 573.10 573.00 681.78 444.38 562.62

破砕

安定型 0.86 2.46 1.06 0.68 0.16 2.06 7.24 13.48 5.58 2.02 13.80 3.06

管理型 213.86 309 301.46 180.58 143.9 158.26 149.92 136.46 143.56 167.12 103.38 184.16

安定型 178.62 188.02 264.76 182.66 198.52 223.02 226.36 316.70 375.74 111.06 103.24 275.78

管理型 152.69 27.04 32.88 86.62 20.14 12.60 87.44 37.68 71.80 10.92 19.68 28.40

安定型 69.42 72.07 48.68 72.13 59.76 58.18 75.22 77.08 38.33 51.74 20.30 107.24

管理型 99.89 69.61 83.63 94.86 36.89 40.98 58.05 66.73 40.16 35.4 46.00 94.27

選別・破砕 65.26 69.28 54.90 75.55 171.48 173.70 62.12 54.44 62.39 29.76 24.56 56.16

安定型 23.62 16.06 3.4 8.22 9.86 20.74 7.78 2.40 14.08

管理型 1.72 0.68 1.76

選別 36.85 51.85 50.41 54.99 52.23 54.33 51.07 57.83 54.64 52.64 53.27 54.95

安定型 8.94 7.34

管理型

安定型 1,452.84 69.32 155.82 43.32 222.66 30.52 46.42 84.26 52.98 63.68 102.40 107.72

管理型 31.14 25.08 10.60

選別・破砕 191.82 715.42 745.16 247.62 336.22 1844.14 754.70 1011.46 324.10 145.02 306.64 451.42

選別・破砕 51.44 43.2 90.36 103.18 43.52 69.5 69.58 60.48 76.48 36.42 40.76 93.54

管理型 0.18 2.92 1.42 8.18 0.58 0.12 4.24 3.48 8.96 1.26 2.04 0.28

選別 5.18 4.58 3.32 4.64 3.96 3.90 6.68 3.8 5.60 4.02 1.96 3.46

管理型

管理型 16.42 20.38 14.30 26.16 16.88 31.52 38.70 17.36 47.90 10.36 19.66 25.86

選別 55.72 54.96 63.64 58.2 34.66 34.12 44.94 44.94 50.10 86.03 36.50 27.84

管理型 75.90 155.88 32.54 118.68 73.08 58.22 119.44 178.28 73.42 82.12 122.94 146.48

管理型 42.78 41.87 161.06 48.91 39.16 15.99 45.73 48.9 113.60 86.7 71.05 60.07

管理型 1.54 13.66 10.32 7.70 10.84 68.02 10.46 11.86 44.78 11.18 823.56 48.42

選別・破砕 0.46

管理型

管理型 325.06 365.44 601.48 335.44 232.04 392.2 321.70 391.93 453.38 237.44 212.34 460.48

管理型 65.24 63.8 49.82 71.38 29.36 39.08 45.56 55.92 45.14 49.3 29.68 71.86

管理型 51.40 20.08 119.54 87.35 724.48 24.43

選別 165.26 470.38 526.32 446.50 363.42 291.28 301.18 180.6 40.80

管理型

管理型 37.95 58.28 99.48 48.67 30.43 39.12 67.65 80.13 77.12 27.62 42.02 102.89

管理型 5.86

管理型

札幌事業所

処分方法 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

選別 466.61 453.92 514.72 794.27 510.67 526.95 502.40 500.51 618.99 366.87 355.61 413.02

選別・破砕 230.78 425.17 306.89 298.18 162.55 291.19 198.84 232.73 152.39 152.86 140.42 182.61

選別・圧縮 100.43 89.63 75.09 95.47 72.50 94.50 125.53 114.94 90.23 68.45 62.45 80.03

選別 10.36 12.81 15.75 13.23 10.52 5.97 10.36 17.44 28.47 22.12 28.96 34.73

選別 0.75 0.44 0.42 1.96 0.61 0.50 1.53 2.10 1.63 0.40 0.97 1.64

選別 53.01 29.05 30.53 53.94 43.01 38.94 34.77 32.93 29.63 25.54 16.16 16.27

選別・破砕 36.39 32.12 60.21 39.32 25.81 32.88 33.06 30.41 55.98 18.6 8.15 18.48

繊維くず

燃え殻

ばいじん

混合（自動車等破砕くず）

無機汚泥

有機汚泥

鉱さい

がれき類

木くず

廃石膏ボード

紙くず

処   分   方   法   ご   と   の   処   理   実   績
(令和6年4月から令和7年3月）（単位：ｔ）

品   目

混合廃棄物（安定型品目のみ）

混合廃棄物（陶、が、金、繊、プ、ボード、木、紙）              

混合廃棄物（管理型品目含）

ガラス・コンクリート及び陶磁器くず

石綿含有廃棄物

廃プラスチック類

金属くず

木くず

動植物性残さ

品   目

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器

廃石膏ボード

廃プラスチック類

金属くず

紙くず

廃油 （タールピッチ類）

廃石綿等

１３号廃棄物

(令和6年4月から令和7年3月）（単位：ｔ）

混合廃棄物（陶、が、金、繊、プ、ボード、木、紙）     



登別事業所

品目 持出先 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

200.34 141.88 1,360.60 1,247.92 358.14 670.26 243.98 65.66 51.10

288.00

木くず 再資源化 93.76 55.22 43.20 95.84 44.92 87.64 184.72 130.14 108.80 58.18 10.96 147.23

金属くず 再資源化 18.10 76.14 143.66 63.90 50.80 82.44 230.94 92.84 61.10 59.46 47.19

紙くず 再資源化 5.02 3.42 4.50 5.30 4.96 4.56 4.80 5.02 6.12 5.36 4.72 6.64

委 託 132.08 8.04 102.38 132.26 123.32 108.34 75.74 43.90 253.70 270.72 189.72 172.62

委 託 6.54 12.68 3.14 3.22 3.66 2.48 3.50 3.68 4.24 11.76

委 託 2.24 1.88 2.24 2.62 2.12 1.22 1.88 1.94 4.06

委 託 22.68 11.92 8.90 17.62 6.86

再資源化 3.74

石膏ボード 委 託 64.16 59.96 61.88 44.62 54.96 31.86 45.44 44.40 57.38 81.34 42.72 23.82

混合廃棄物 委 託 693.58 648.20 729.76 714.76 635.86 665.58 725.26 681.52 575.96 521.82 580.42 254.92

混合廃棄物 委 託 4.84 5.38 6.14 8.36 5.02 7.06 12.08 5.14 3.22 4.74 695.12

混合廃棄物（可燃混合） 委 託 211.20 163.96 380.96 153.94 80.68 192.42 171.32 202.90 260.46 108.86 92.14

混合廃棄物（安定型品目） 自 社 37.44 44.84 51.04 28.06 13.06 62.08 49.96 32.32 112.56 41.96 24.92 25.88

混合廃棄物（管理型品目） 自 社 6.54 1.90

ギロチンダスト残渣物 自 社 9.16

札幌事業所

品目 持出先 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

がれき類 再資源化

木くず 再資源化 71.60 131.78 96.70 127.90 127.68 100.20 125.02 75.17 101.58 100.58 64.19 104.84

金属くず 再資源化 23.28 33.33 37.91 72.19 41.54 53.81 35.10 39.68 43.85 67.61 62.43 110.58

紙くず 再資源化 9.25 7.51 4.14 12.46 14.01 8.70 11.25 9.50 10.07 9.09 6.18 4.42

再資源化 1.77 0.00 0.00 0.00 6.84 0.00 2.95 1.72 0.10 0.00 2.02 0.00

委託 50.75 84.95 55.88 33.24 104.68 41.69 46.05 49.28 61.96 19.63 10.34

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器  委託 6.11

廃石膏ボード 委託 59.45 20.08 21.61 32.68 21.32 25.71 25.37 20.25 14.22 24.53 9.19 7.99

委託 49.18 27.74 60.47 11.37 20.08 21.75 12.04 12.34 15.60 22.84

委託 125.36 101.57 99.86 122.97 117.19 104.13 107.75 50.36 88.62 80.58 20.73 31.59

委託 77.57 40.59 50.74 104.76 41.62 157.51 102.69 84.13 30.89 21.97 30.21 41.99

自社 640.22 488.95 321.22 533.83 719.28 563.06 662.90 636.76 666.87 324.48 368.86 591.48

自社 38.62 55.98 0.20 37.24 51.90 56.86 59.67 78.36 62.59 56.60 53.53 79.03

破砕

中間処理後の持出先・処理実績

処分方法

がれき類 再資源化
売却（砕石）

自社内使用

(令和6年4月から令和7年3月）（単位：ｔ）

売   却

売   却

処分方法

廃プラスチック類

選   別

売   却

売却（チップ）

売却

売却

売却

売却

破砕/焼却

破   砕

破   砕

破   砕

混合廃棄物

選別

廃プラスチック類

安定型埋立

管理型埋立

管理型埋立

選   別

焼   却

管理型埋立

管理型埋立

管理型埋立

安定型埋立

売却

破砕

破砕

選別・破砕


